
学 年 教科等 単元名 日  時 

第５学年 理科 電流と電磁石 令和５年１月 17日(火)６校時 

〇 子どもの姿からの報告 

〇 考察 

子どもが自らよりよい追究方法を考えていくための手立ての在り方 

理科の学びと日常の事象を結び付ける科学的な説明の在り方 

事象との出合い 

もっと釣れるようにしたい。 

自ら考えた追究方法 追究活動 

 巻数を増やすと

強くなるかな。 

結果と追究の様子の共有 

考察 
 全体を見ると、
増えているな。 

 巻数を増やすと
強くなるよ。 

 この結果から本当に

分かるの。 

追究方法のふりかえりを

促す発問 

 強くなることが
分かります。 

本時の科学的な説明 

もっと釣るためには。 

事象の解決 

単元を貫く学習問題「なぜ、リニアモーターカーには永久磁石では

なく電磁石が使われているのか」についての科学的な説明 

 電磁石を使った魚釣りのおもちゃを提示したことで、「電磁石を強くしたい。」という思いを基に、電磁石を強くする方法

を発想し、追究方法を考える姿が見られた。また、自ら考えた巻数での追究活動であったため、意欲的に取り組む姿も見ら

れた。しかし、結果をグラフで表した際に、班によるばらつきが見られた。追究方法の見直しを行う時間を設定し、「回数を

100回巻と 200回巻に限定した方が分かりやすかったのではないか。」「巻数を間違えているのではないか。」等、結果を基に

して追究方法の見直しが図れるとよかった。 

 本時では、前時と本時の学びを生かして、より多く魚を釣るための科学的な説明を行うことができた。本時の終末では、

実際に釣れなかった魚を釣って見せることで、理科の学びが日常の役に立つことを意識できたのではと考えている。また、

単元を貫く学習問題を日常の事象と関連付けて設定することで、電磁石の性質について永久磁石と比較しながら追究する姿

が見られた。単元の終末では、電磁石の性質を使って、リニアモーターカーについて自分なりに説明を行うことができた。 

 説明を基に改良す

ると釣れたよ。 


